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＜環境省大臣官房環境経済課 

民間活動支援室同時発表＞ 

 

 

 

 環境活動を行っている全国の高校生を対象とする「全国ユース環境活動発表

大会」について、募集を開始しますので、お知らせします。 

優良な取組を行っている高校に対しては、環境大臣賞等の授与を行います。 

 

１ 概要 

持続可能な社会の構築のためには、一人ひとりが生涯にわたって未来を考え、

行動していくことが必要です。現在、全国の地域には、優良な環境活動を実践

している高校生が多数おりますが、こうした活動を卒業後も各自で継続してい

くことが難しいという課題が認められます。 

「全国ユース環境活動発表大会」

は、高校生の活動の充実及び将来

の活動ビジョンの具体化を支援す

ることを目的として、高校生の環

境活動を全国から募集し、各地の

選考を経た上で、その活動成果を

発表する機会を提供するものです。

特に優れた活動発表に対しては、

環境大臣賞等の授与を行います。 

昨年度大会の集合写真 

 

２ 実施主体 

○主催：全国ユース環境活動発表大会実行委員会 

（環境省／独立行政法人環境再生保全機構／国連大学サステイナビ 

リティ高等研究所） 

○事務局：独立行政法人環境再生保全機構 地球環境基金部内事務局 

○協力：環境省地方環境パートナーシップオフィス（ＥＰＯ） 

平成 29年 9月 21日（木） 

独立行政法人環境再生保全機構 

地球環境基金部 

直通：044-520-9505 

部長 ： 長澤 満郎  

課長 ： 本城 宏行 

担当 ： 大木、小川、川上、西岡 

 



地球環境パートナーシッププラザ（ＧＥＯＣ） 

ＥＳＤ活動支援センター 

全国大学生環境活動コンテスト実行委員会 

○協賛：キリン株式会社 

協栄産業株式会社 

ＳＧホールディングス株式会社 

三井住友海上火災保険株式会社 

 

３ 日程等 

日時：2018年２月３日（土）～４日（日） 

場所：国連大学 ウ・タント国際会議場 

内容：１日目） ESD学び合いフォーラム ～環境から拓く、経済・社会の

イノベーション～ 

２日目） 高校生等による活動発表、表彰 

 

４ 募集対象 

高校生の環境活動 

（注）ここでいう「環境活動」とは、持続可能な開発目標（SDGs）に掲げる

目標のうち、環境汚染への対応、生物多様性の保全、食の安全、持続

可能な森林・海洋・陸上資源、省・再生可能エネルギーの導入・国際

展開の推進、気候変動対策、循環型社会の構築、農山漁村の振興（持

続可能な農業等）、持続可能なまちづくり、持続可能な開発のための

教育（ESD）・環境教育の促進など環境に関連する取組を指します。活

動の態様は問いません。 

 

５ 応募方法 

(1) 応募方法 

・応募方法の詳細は、独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金部内全国

ユース環境ネットワーク事務局の HPをご覧ください。 

HP: https://www.erca.go.jp/jfge/youth/form/index.html 

応募に関するお問合せ先） 

独立行政法人環境再生保全機構 地球環境基金部内 

全国ユース環境ネットワーク事務局 

      TEL:044-520-9505 

FAX:044-520-2192 

Email:youth@erca.go.jp 

https://www.erca.go.jp/jfge/youth/form/index.html


(2) 応募締切 

  2017年 11月６日（月）  

 

(3) 備考  

・提出した書類は返却しませんので、ご注意ください。 

・過去の受賞歴は問いません。     

 

６ 大会の選考方法 

外部有識者等による選考委員会を設置し、大会の発表校を選考（12校程度）

し、大会において、外部有識者等（６名程度）による審査を実施します。 

    (注)選考委員会及び大会の審査委員については、大会出場校の発表の際に

公表します。 

 

７ 選考・審査基準    

環境活動の内容について、以下の観点から総合的に評価します。 

・自主性     高校生が自主的に企画・実践したものであるか。 

 ・着眼点     環境課題の本質を捉えたものであるか。 

・協力・協調   多様な人と協力・協調して解決するアプローチであるか。 

 ・改善度     これまでの成果や失敗を本年度の改善に繋げているか。 

 ・発信力     活動の内容や成果を他者に分かりやすく伝えられるか。 

・課題の同時解決 複数の環境・社会課題を同時に解決しているものであるか。 

 

８ 表彰等 

 ・環境大臣賞：１校 

副賞として、海外の環境教育プログラムの体験を予定。 

・環境再生保全機構理事長賞：１校 

  副賞として、国内の環境教育プログラムの体験を予定。 

・国連大学サステイナビリティ高等研究所所長賞：１校 

  副賞として、国内の環境教育プログラムの体験を予定。 

・特別賞（高校生選考賞）：１校 

  大会に参加する高校生から投票を募り、環境大臣賞、環境再生保全機構理

事長賞、国連大学サステイナビリティ高等研究所所長賞に選ばれた賞を除

き、最多の投票数を得た発表に対し授与します。 

・特別賞（先生選考賞）：１校 

  大会に参加する学校教員から投票を募り、環境大臣賞、環境再生保全機構

理事長賞、国連大学サステイナビリティ高等研究所所長賞、高校生選考賞



に選ばれた賞を除き、最多の投票数を得た発表に対し授与します。 

・優秀賞：７校 

上記の５つの賞を受賞した５校以外の高校に対し授与します。 

 

 第２回大会 環境再生保全機構理事長賞受賞校は、 

 副賞として北海道環境体験プログラムに参加しました。 

 

(注)選考委員会により大会の発表校として選出されなかった高校につきま

しても、抽選で数校、キャリア形成支援プログラム（環境課題の解決と

同時に、社会経済のイノベーションを創出する民間事業者への参加プロ

グラム（一泊二日））へご招待します。 


